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 [授業の概要・目的]
　情報分析および情報システムの分析・評価を行うための基礎となる理論と技術を学習する。この
ために必要な各種の統計処理手法等について体系的に学ぶ。具体的には、実験計画法、システム分
析、データ解析法、データマイニングに関する知識および具体的なデータを用いた処理手法につい
て講述する。講義と連動して演習を行い、講義で学んだ理論および技術を演習で実践することで、
情報システムを評価するための基礎を習得する。本講義は、日本語で行うが英語によるサポートも
行う。

 [到達目標]
基本的な統計解析手法について、その理論および実際の分析手順を理解する

 [授業計画と内容]
統計理論とモデリング（3回）
統計分析の基礎理論、推定と検定および統計モデルについて講義を行う

システム分析(4回)
リアリティの捉え方他、問題解決のプロセスと構造、ソフトシステムアプローチ、システムシンキ
ング等について講義を行う。

データマイニング(3回)
データマイニング等について講義を行う。

データ解析(5回)
線形モデル、時系列解析、多変量解析、アンケート調査等について講義を行う。

試験(1回)
上記の講義内容の中から出題し、試験を行う。

 [履修要件]
特に必要としないが、統計学の基礎知識があると望ましい

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
試験を行い、その成績で評価する。講義で教授した各種統計手法について、その考え方、結果の解
釈の仕方などが理解できているか等を評価の対象とする。

 [教科書]
社会情報学専攻 『「情報システム分析論および演習　資料集」』（初回の講義で無償配布する）

情報システム分析論(2)へ続く↓↓↓



情報システム分析論(2)

 [参考書等]
  （参考書）
 『統計処理に関する書籍等』

 [授業外学習（予習・復習）等]
予習、復習としてExcelあるいはRなどの統計処理アプリケーションを利用して、講義で取り上げた
課題等について実際に統計分析を行うことで統計解析法の理解を深める

（その他（オフィスアワー等））
個別の質問・指導を希望する場合は担当教員に事前にメールにて日時調整を行うこと。

※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


